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本年もよろしくお願いいたします



２０１７年の新春を迎えて

一般財団法人日本労働会館

理事長 小出 幸男

2017年の新春を迎えて、一言ご挨拶を申し上げます。

1931年（昭和6年）財団法人日本労働会館としてスタートし、今年で86年になります。また、

会館が建て替わって、既に6年が経過しました。加えて、法人法の改正に伴い、一般財団法人

日本労働会館として認可を受けて、５年が経過をしました。

公益事業では、友愛労働歴史館を中心に運営を強化し、延べ6,600名以上の来訪者を迎えて、

労働運動の歴史を伝えるべく、公益法人としての機能を実現できたと自負しております。こ

れもひとえに、諸先輩を始めとして、関係者及び関係団体の皆様の、ご支援の賜物として、

改めて御礼を申し上げます。

同時に、戦後の労働運動に寄与された方々の思いを語っていただこうということでスター

トした労働講座もこの６年間で20回を超える講座を開設することができました。今後も引き

続き労働講座を実践し、戦後の労働運動の画像を中心とした記録を、作り上げていく努力を

行なってまいりたいと思います。

唯一の収益事業としてスタートした宿泊事業は、国の積極的な観光事業の推進で、海外か

らの顧客の増大で、昨年度は、稼働率が向上しました。しかし、今年は東京オリンピックを

控えて、ホテルが乱立、都内では過当競争の様相を呈しています。唯一「売り」にしてきた、

新しいホテルの売り込みも6年が経過し、リニューアルの効果も年々低下をしております。

今年は、2020年の東京オリンピック・パラリンピックに期待をして、ホテル料金の値上を

見越していましたが、稼働率の向上を目標に、売り上げ増に努めて参りたいと思います。

公益事業(友愛労働歴史館及び労使関係研究協会)では、一定の支出をしなければならず、

収益事業では、適正な収益を上げなければならないという相矛盾した運営を余儀なくされる

日本労働会館です。その運営も一つの山場を迎えて、新たな決断をしなければならない時期

を迎えています。今後も日本労働会館の存続を念頭に適切な対応をしていきたいと考えます。

改めてのご支援をお願い申し上げ、新年の挨拶とさせていただきます。



1.第21回労働講座

日 時：2016 年 10 月 25 日（火）
場 所：東京・友愛労働歴史館研修室
テーマ：外資系企業における労使交渉の現実 (日産リバイバルプランに対する労働組合の対応) 
講 師：自動車総連顧問 西原浩一郎 氏
1992年に日産労連の書記長となり、座間の閉鎖を経験した。94年に委員長となり、座間の閉鎖を見

届けた。日産労連には360組合、13万人がいる。事務局長になった翌年（99年）が「日産リバイバルプラン
（NRP）」だった。
99年10月18日にルノーから経営陣を迎えることになった。NRPは一切の例外を許さず徹底してすすめられた。顧
客志向を重視し、社内広報を徹底した。経営状況を説明する社内放送時には、ラインを止めた。そして、責任体
制の明確化に努めた。事業計画の中で、自分がどこにいるのかがわかるように。
人に焦点をあてることが最重要で、日本的労使関係が息づいていたことも大事だった。あるべき労使関係は、①
労使対等であること、②対立と協力の併存調和、③基本目標の共有である。ゴーンには「話し合いを重視する」
との考え考え方が新鮮にうつったようだ。ゴーンの組合に対する認識は属人的なものだった。通訳は、初めの頃
は労使双方で用意した。日本的な労使関係は通用せず、英語でYESかNOか、なのであいまいにできない。NRPでの
労使交渉は140回に及んだが、労組はトップダウンでなく民主的な組織なので、物事に時間をかける。労使のス
ピード感は異なるものだ。
生産工場の集約化では、村山、車体（京都）、愛知機械（名古屋）が2001年3月までに閉鎖されることになっ

た。生産は220万台から160万台に削減。村山工場では2300人が神奈川、栃木へ。300人が異動困難で、小型プレ
スを鍍金のラインにしたり、関係会社への転籍・出向で対応。また500人が本人希望により退職。京都ではマイ
クロバスの製造ラインを作って100人を吸収した。愛知では職種転換にはなったが、通勤には問題なく、エンジ
ン部門で吸収した。いずれの場面でも従業員のまじめさ、責任感、意地が支えた。座間最後の車は、過去最高の
品質で、最後まで供給責任が果たされた。中には不本意な形で退職した組合員もいたが、見舞金と同時に月5万
円×3カ月を対象者に手渡して、その際にヒヤリングを行った。あとは葉書でのやりとりを行った。
NRPに対しては不安と期待が交錯したが、人事・労務面では会社はほぼ要求を満たす形で回答をした。こちらも
労基署に一人でも駆け込んだらNRPの交渉はストップするつもりでやってきた。移動した人たちに対してその後
も訪問を続けた。
NRPは資材の再編にもなった。サプライヤーから条件を出すようにした。取引先数を削減したが、実質消滅した
ところはパレットメーカー1社のみだった。

ルノーの労組はIMFに加盟しているところが2つあった。
彼らを日本に呼んで課題の共通化を始め、毎年続けられている。
最大労組はCGT加盟（共産系）だが、その後IMFに加盟した。
15年が経過し、NRPを知らない組合員も増えてきたが、これ

はしっかりと引き継いでいなかければならない。大事なのは組
合が逃げないで職場から見える姿をつくるということ。経営に
対してのカウンターパートとして、チェック機能の役割を果た
していくのが使命。そして、緊張感をもって「協力」をしてい
く。私は軽々しく「協調」という言葉を使ってほしくない。対
案を持ってくるからゴーンも話を聞いたのである。時代認識を
互いにどれだけ持てるか。
過去の検証をし、将来をみつめて、自分で仮説をたてて見通

していくことが必要ではないか。変化が常態化しているいま、
労組は社会の付託にどう応えていくのかが試されている。

労使関係研究協会の活動（2016年９月～１２月）

労使関係研究協会の2016年9月から12月にかけての活動は、労働講座を1回、講演会を1回、研修会
を1回、開催しました。労働講座は前金属労協議長の西原浩一郎氏を招き、「外資系企業における労使交渉の現
実」をテーマに開催。講演会は関西で、「今一度考えてみよう介護問題」を前大阪府会議員で現在は特別養護老
人ホームの施設長の冨田健治氏から講演を受けました。
研修会はこの3年間の懸案だった「富岡製糸場」を見学。富岡製糸場はUAゼンセン同盟の中核組合である片倉

工業が所有し、管理していた産業遺跡です。



2.第81回講演会
日 時：2016年11月24日（金）
場 所：大阪・JAM西日本会館
テーマ：「今一度考えてみよう介護問題」
講 師：冨田健治氏（特別養護老人ホーム施設長、前大阪府会議員）

介護問題は知っているようで、いざ介護が必要になった時にどうすれば
いいか意外と知らないのではないかと思い、「今一度考えてみよう介護
問題」というテーマで講演会を開催した。

個人会員の人達はご自身の問題として、現役の人達はご両親の介護の
問題として、改めて介護に対する認識を深めていただく場とした。

冨田先生には多くの資料を準備いただき、特に介護保険制度の基礎知
識や我が国の高齢化の実態や社会保障給付の推移等についての資料を説
明いただいた。

現在勤められている、特別養護老人ホームの実態等についても、現職場は長年勤続者が多いが,一般的に
は勤務内容に比べて低賃金で退職者が多いこと。入居のためには要介護３以上の認定が必要であり、認定調
査員による面接調査で要介護度が決定されること。この調査の時に元気がいいと介護度等が少し低くなると
のことや、特養の待機者が多いがデイサービス等で利用していると少しは入居しやすいこと等、実際に介護
に携わっている実態を報告された。

その他、介護施設は７５％が国や市町村の援助で建設されていて、個人の負担は２５％でいい中で、異常
に儲けている施設もあるのはおかしいと前府会議員の立場での指摘も。あなたは後何年生きられますか？
とドキッとする質問も投げかけながら介護問題に関心をもって人生を過ごしてくださいと強調され、介護の
重要性を認識して無事講演を終了した。参加者31名。

3.第72回研修会
日 時：2016年11月11日（金）
場 所：群馬県富岡市・富岡製糸場」
この度の研修会は、世界産業遺産「富岡製糸場」を視察した。
富岡製糸場は日本初の本格的な器械製糸工場で、官営工場として1872年(明治5年)に設立され、日本の近代

化、絹産業の技術革新・交流に大きく貢献した。閉業は1987年(昭和62年)で、片倉工業㈱の時代。片倉工業
㈱は閉業後も多額の維持管理・費用を負担しながらも良好な保存状態を保ってきたことが評価されている。
組合はUAゼンセンの古くからの中核組合。
朝、友愛会館前から9時30分に出発。富岡製糸場を視察し、その後こんにゃくパークに立ち寄り、帰りは新

宿に19時。
参加者13名。



1.展示会（常設展・企画展）活動
展示会活動は友愛労働歴史館の主要な活動であり、常設展と企画展を開催しています。常設展は2012年8

月1日の新装オープン以来、「日本労働運動の100年余―友愛会・総同盟（戦前）を中心とする」をテーマ
に開催しています。
また、企画展は年2回、新しいテーマで開催しており、2015年9月～12月は「総同盟結成から70年―いま

労働組合主義について考える―」展を開催しました。
「総同盟結成70年」展
と き：2016年6月6日（月）～2016年12月22日（金）
ところ：友愛労働歴史館・展示室
テーマ：「総同盟結成から70年、いま労働組合主義について考える」
内 容：第1部「総同盟（戦前戦後）を中心とした日本労働運動略史」

第2部「労働組合主義とは」
第3部「『労働組合主義』の限界と『民主的労働運動』の理論」

友愛労働歴史館の活動（2016年９月～１２月）

2.講演会活動
友愛労働歴史館は企画展と連動させた講演会を、労使関係研究協会と共催で開催しています。また、独自
に講演会や労働講座などを開催しています。2016年9月～12月は、以下の講演会を開催しました。
講演会（労使研と共催）
と き：2016年12月5日（月）15：00～17：00
ところ：友愛労働歴史館・研修室
テーマ：「安部磯雄と西尾末廣－社会民衆党結成90年」
講 師： 梅澤 昇平（友愛労働歴史館研究員）

3. 調査・研究活動
友愛労働歴史館は常設委員会として「ユニテリアンと社会運動研究会」、「政治・社会運動史研究会」を
設置し、調査・研究活動を行っています。2016年9月～12月は、以下の研究会を開催しました。
①「第11回政治・社会運動史研究会」
名 称：「民社党の青年運動と党員教育」
と き：2016年09月06日（火）15：00～17：00
講 師：黒沢 博道 元民社党組織部長・教宣部長、元富士社会教育センター常務理事
ところ：友愛労働歴史館・研修室

②「第12回政治・社会運動史研究会」
名 称：公開報告会「独立青年同盟の結成と排撃」
と き：2016年11月22日（火）15：00～17：00
講 師：堀内 慎一郎 日本政治学会会員
ところ：友愛労働歴史館・研修室

4. その他の活動
情報発信・PR活動
友愛労働歴史館は随時、メールレポート「友愛労働歴史館たより」を発信しています。2016年9月～12月

は、第111号（2016.9.23）、第112号（2016.10.25）、第113号（2016.11.24）を発信しました。
また、インターネット上の友愛労働歴史館ホームページを随時更新し、情報提供を行っています。




